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問　

今
回
の
大
島
大
橋
の
事
故
で
、

我
々
周
防
大
島
町
民
は
、
い
か
に
生

活
の
大
部
分
を
、
こ
の
橋
に
依
存
し

て
き
た
か
良
く
わ
か
っ
た
。
こ
の
橋

が
開
通
し
た
の
が
１
９
７
６
年
７
月

４
日
、
今
年
で
満
42
才
、
ま
さ
に
大

変
な
厄
年
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ

の
橋
の
寿
命
が
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か

は
理
解
し
て
い
な
い
が
、
第
二
の
大

島
大
橋
架
橋
を
考
え
る
時
期
に
き
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
町

長
の
考
え
を
伺
う
。

答　

大
島
大
橋
に
つ
い
て
は
、
県
は

５
年
毎
に
定
期
点
検
を
行
っ
て
お

り
、
必
要
に
応
じ
て
随
時
点
検
を
行

っ
て
い
る
。
架
橋
後
の
経
過
年
数
を

考
え
る
と
、
補
強
対
策
等
に
つ
い
て

も
国
や
県
に
要
望
し
て
い
く
。
第
二

大
島
大
橋
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
将

来
の
架
け
替
え
も
含
め
て
、
今
後
議

論
が
必
要
と
思
わ
れ
、
長
期
に
わ
た

る
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
。

問　

広
域
水
道
企
業
団
か
ら
の
送
水

を
、
こ
の
橋
を
通
っ
て
い
る
一
本
の

送
水
管
に
頼
っ
て
い
く
の
か
。ま
た
、

海
底
送
水
管
の
布
設
も
考
え
て
い
る

の
か
？

答　

送
水
管
の
複
線
化
に
つ
い
て

は
、
橋
へ
の
荷
重
増
加
や
海
底
送
水

管
布
設
に
伴
う
事
業
費
負
担
と
い
っ

た
課
題
が
あ
り
、
関
係
機
関
と
協
議

し
な
が
ら
、
よ
り
安
全
な
送
水
方
法

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

こ
の
度
の
断
水
で
、
大
変
な
迷

惑
を
受
け
た
全
町
民
に
対
し
、
直
接

的
な
支
援
と
し
て
、１
年
間
、水
道
料

金
を
無
料
に
す
る
べ
き
と
考
え
る
。

答　

１
年
間
の
水
道
料
金
無
料
化
に

つ
い
て
の
提
案
で
は
、
平
成
29
年
度

に
お
け
る
収
益
的
収
入
総
額
は
、

９
億
８
３
６
万
円
で
あ
り
、
料
金
収

入
は
45
％
に
あ
た
る
４
億
６
５
９
万

円
余
り
を
占
め
て
い
る
。
水
道
事
業

は
独
立
採
算
が
原
則
で
あ
り
、
仮
に

１
年
間
の
水
道
料
金
を
無
料
に
す
れ

ば
、
水
道
事
業
企
業
会
計
や
一
般
会

計
に
与
え
る
影
響
が
甚
大
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
水
道
料
金
の
１
年
間
の
無

料
化
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

昨
年
の
７
月
６
日
か
ら
７
日

に
か
け
て
の
豪
雨
災
害
に
お
い
て

は
、
本
格
的
な
復
旧
工
事
は
、
本

年
１
月
か
ら
と
考
え
る
が
、
今
年
は

こ
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
し
な
い

よ
う
、
町
道
や
農
道
等
の
点
検
補

修
を
求
め
る
。

答　

町
道
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
業

務
の
中
で
支
障
木
の
伐
採
撤
去
に
努

め
て
い
る
。

　

ま
た
、
道
路
巡
視
に
加
え
て
、
５

年
に
１
回
の
頻
度
で
行
う
各
施
設
の

点
検
及
び
健
全
性
等
の
評
価
を
し
た

上
で
、
計
画
的
か
つ
効
果
的
に
補
修

等
を
行
う
よ
う
努
め
る
。

平野和生議員

【参考】
　平成29年 度水道事業企業会計決算
水道料金 ４億659万9千円 44.8％
他会計負担金 2,729万４千円 3.0％
加入負担金 169万６千円 0.2％
他会計補助金 ４億1,099万７千円 45.2％
長期前受金戻入 5,947万２千円 6.5％
雑収益（消費税還付） 230万円 0.3％
その他 ５千円 0.0％

９億836万３千円

崩落した浮島の町道

大
島
大
橋
へ
の

貨
物
船
衝
突
事
故
に
関
し
て

豪
雨
災
害
の
被
害
を

最
小
限
に
防
ぐ
為
に
！


